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若杉天然林につながる美しい森林づくり

　６月８日、岡山県英田郡西粟倉村において、一般参加

者や関係者ら７７名が参加し、「東中国山地緑の回廊ワー

クショップ」を開催しました。

　　　　　　　　　　　　　　　【関連記事は 2～ 3頁】

「東中国山地緑の回廊ワークショップ」若杉天然林エコツアー（岡山県西粟倉村）



NO.989

2森のひろば　7月号

東
中
国
山
地
緑
の
回
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２
０
０
８
inin
西
粟
倉

西
粟
倉

～
若
杉
天
然
林
に
つ
な
が
る
美
し
い
森
林
づ
く
り
～

～
若
杉
天
然
林
に
つ
な
が
る
美
し
い
森
林
づ
く
り
～

　

６
月
８
日
（
日
）、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
・
岡
山
県
西
粟
倉
村

の
主
催
に
よ
る
「
東
中
国
山
地
緑
の
回
廊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
西

粟
倉
村
の
若
杉
天
然
林
及
び
あ
わ
く
ら
会
館
で
実
施
し
ま
し
た
。　

  

同
回
廊
の
面
積
は
７
千
６
４
５
㏊(

保
護
林
を
含
む)

で
区
域
面

積
の
約
半
分
が
ス
ギ
人
工
林
と
な
っ
て
お
り
、国
有
林
だ
け
で
な
く
、

民
有
林
８
７
３
㏊
も
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
度
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、
地
域
・
民
有
林
と
の
連
携
や
普
及
啓
発
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
緑
の
ブ
ナ
林
で
エ
コ
ツ
ア
ー

　　

「
東
中
国
山
地
緑
の
回
廊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
当
日
は
梅
雨
入
り

直
後
で
、
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
幸
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
中

は
、緑
の
回
廊
内
の
若
杉
天
然
林
で
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

道
上
正
寿
西
粟
倉
村
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
２
班
に
分
か
れ
て
５

㎞
コ
ー
ス
の
散
策
を
行
い
ま
し
た
。
最
年
少
者
１
歳
を
含
む
参
加
者

ら
は
、
樹
齢
２
０
０
年
以
上
の
ブ
ナ
を
は
じ
め
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
エ

デ
な
ど
が
林
立
す
る
新
緑
の
森
で
、
自
然
観
察
や
森
林
の
美
し
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。

　

若
杉
天
然
林
は
、「
森
林
浴
の
森
日
本
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い

る
天
然
林
で
、
か
つ
て
は
国
有
林
で
あ
っ
た
も
の
を
大
正
７
年
に
村

が
買
い
取
っ
た
も
の
で
、
以
来
、
村
有
林
と
し
て
大
切
に
保
全
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

野
生
鳥
獣
と
の
共
生
に
向
け
た
地
域
間
の
連
携

　

午
後
は
会
場
を
あ
わ
く
ら
会
館
に
移
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。
朝
比
奈
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
地
元
西
粟
倉
村
や
同
回
廊
の
周
辺
地
域
な
ど
で
様
々
な
取
組

を
さ
れ
て
い
る
次
の
５
名
の
方
々
に
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
（
財
）
西
粟
倉
村
森
の
村
振
興
公
社　

事
務
局
長　

上
山
隆
浩
氏

新緑の若杉天然林
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村
と
協
力
し
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
企
画
・
運
営
や
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
な

ど
の
実
施

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
代
表
理
事　

小
畑
和

之
氏

 
 

兵
庫
県
北
部
の
上
山
高
原
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
自
然
再
生
事
業
へ

の
取
組

③
氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館　

響
の
森　

自
然
解
説
専
門
員　

高
橋

宏
氏

　

氷
ノ
山
の
北
西
に
位
置
す
る
「
氷
ノ
仙
ふ
れ
あ
い
の
森
」
に
お
い

て
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
、
環
境
教
育
を
実
施

④
（
株
）
木
の
里
工
房　

木
薫　

代
表
取
締
役　

國
里
哲
也
氏

　

西
粟
倉
村
で
森
林
の
管
理
か
ら
地
元
産
材
を
使
っ
た
製
材
、
玩
具

や
木
工
品
、
家
屋
内
装
な
ど
の
商
品
開
発
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て

実
施

⑤
日
本
イ
ヌ
ワ
シ
研
究
会
事
務
局
長　

須
藤
明
子
氏

　

イ
ヌ
ワ
シ
が
生
息
す
る
自
然
環
境
の
保
全
へ
の
取
組

　

発
表
者
か
ら
の
主
な
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
観
光
と
農
林
業
と
の
連
携
が
生
む
相
乗
効
果
と
し
て
、
感
動
や
想

　

い
出
を
創
出
す
る
心
産
業
（
し
ん
さ
ん
ぎ
ょ
う
）
興
し
を
目
指
し

　

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
伐
採
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

　

中
間
マ
ー
ジ
ン
を
削
減
し
、
山
主
に
お
金
が
払
え
る
新
し
い
循
環

　

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

○
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
地
保
全
の
た
め
に
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や

　

健
全
な
生
態
系
の
維
持
が
必
要
で
、
イ
ヌ
ワ
シ
が
繁
殖
で
き
る
環

　

境
は
、
我
々
人
間
に
と
っ
て
も
大
切
。

○
ス
ギ
人
工
林
を
伐
採
し
て
、
ス
ス
キ
草
原
の
復
元
や
広
葉
樹
の
植

　

栽
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

　

る
た
め
、
目
標
を
定
め
、
目
標
ま
で
の
過
程
を
明
確
に
し
、
か
つ

　

参
加
し
や
す
い
形
態
に
し
て
い
る
。

　
　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
努
め
て
頂
い
た
日
置
佳
之
・

鳥
取
大
学
教
授
が
「
３
県
に
ま
た
が
っ
て
い
る
当
回
廊
は
地
域
間
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
そ
の
第
一
歩
だ

と
思
う
が
、
単
な
る
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
当
の
意
味
で
の

地
域
間
連
携
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
緑
の
回
廊

に
お
け
る
野
生
鳥
獣
と
の
共
生
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多

い
が
、今
後
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
、

次
期
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
予
定
の
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
に
あ

る
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
小
畑
代
表
理
事
か
ら
、
あ
い
さ

つ
を
頂
き
閉
会
し
ま
し
た
。

　

３
県
に
ま
た
が
り
、
か
つ
民
有
林
も
含
む
「
東
中
国
山
地
緑
の
回

廊
」
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
関
係
機
関

等
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
連
絡
調
整

会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
連
携
を
一
層
深
め
、
よ
り

良
い
緑
の
回
廊
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
の
皆
様

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

兵庫県

鳥取県

岡山県

東中国山地
緑の回廊
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「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
に
向
け
て

　

去
る
５
月
16
日
、「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法(

間
伐
等
促
進
法)

」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
京
都
議
定
書
の
森
林
吸
収
量
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
第
一
約

束
期
間
の
最
終
年
で
あ
る
平
成
24
年
度
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
間
伐
等
に
対
し
て
は
、
交
付
金
の
交
付
や
地
方
債
の
特
例
等
の
措

置
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
民
有
林
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
が
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
民
有
林
で
の
間
伐
等
の
森
林
整

備
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
観
点
か
ら
、
国
有
林
で
の
取
組
事
例
の
紹
介
や
間
伐
等
の
モ
デ
ル
林
の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
高
効
率
な
間
伐

　

国
有
林
で
の
間
伐
を
実
施
し
て
い
る
林
業
事
業

体
に
は
、
簡
易
で
壊
れ
に
く
い
路
網
と
高
性
能
林

業
機
械
の
活
用
に
よ
り
、
高
い
生
産
性
を
実
現
し

て
い
る
事
業
体
が
存
在
し
ま
す
。
特
に
、
伐
倒
～

集
材
～
造
材
～
運
材
工
程
を
連
動
さ
せ
る
作
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
中
核
と
な
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
造

材
能
力
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
て
い
る
事
業
体
で

は
、
伐
倒
・
造
材
・
山
元
土
場
ま
で
の
搬
出
に
係

る
コ
ス
ト
を
５
８
０
０
円
／
㎥
に
抑
え
る
と
と
も

に
、
12
㎥
／
人
日
と
い
う
高
い
生
産
性
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

②
民
有
林
・
国
有
林
の
連
携
に
よ
る

　

森
林
整
備

　

森
林
管
理
署
等
に
お
い
て
は
、
民
有
林
と
国
有

林
が
一
体
と
な
っ
た
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
団
地
内
を
循

環
す
る
効
率
的
な
路
網
の
整
備
や
高
性
能
林
業
機

械
に
よ
る
間
伐
等
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

③
間
伐
等
の
モ
デ
ル
林

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
間
伐
や
針
広
混

交
林
化
な
ど
に
関
す
る
モ
デ
ル
的
な
取
組
事
例
を

森
林
管
理
署
等
ご
と
に
１
箇
所
以
上
選
定
し
、
森

林
・
林
業
に
携
わ
る
関
係
者
の
方
々
の
視
察
や
技

術
検
討
会
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
林
に
つ
い
て
は
、
近
畿
中

国
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。http://www.kinki.

kokuyurin.go.jp

④
低
コ
ス
ト
路
網
現
地
検
討
会
の

　

開
催

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
組
合
や
林

業
事
業
体
等
の
職
員
を
対
象
と
し
て
、
低
コ
ス
ト

路
網
に
関
す
る
現
地
検
討
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
も
、
９
月
に
岡
山
森
林
管
理
署
で
、

10
月
に
和
歌
山
森
林
管
理
署
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
現

地
検
討
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
都
道
府
県
ご
と
に
開
催
さ
れ
た
説

明
会
に
お
い
て
民
有
林
の
関
係
者
に
紹
介
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林

吸
収
目
標
の
達
成
に
向
け
、
民
有
林･

国
有
林
を

通
じ
た
森
林
整
備
を
今
後
も
引
き
続
き
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

低コスト路網作業システムモデル林（広島北部森林管理署　俵原山国有林）
　列状間伐と高密度路網を組み合わせ、高性能林業機械を活用した低コスト路網作業システ
ムを実施。間伐により林内の照度が保たれ、下層植生の繁茂を促す条件の整った状況。

昨年実施した低コスト路網現地検討会の様子
民有林路網と連結した作業路網
（島根森林管理署　八川国有林）
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石
川
森
林
管
理
署
㉙

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/ishikawa

〒
九
二
〇ｰ

一
一
五
五

　

金
沢
市
田
上
本
町
七
一
街
区
一
番

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
〇
〇

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
六ｰ

二
二
二ｰ

六
二
一
五

安
宅
勧
進
帳
の
森
「

安
宅
勧
進
帳
の
森
「
安安あ

た
か
ば
や
し

あ
た
か
ば
や
し

宅
林
宅
林
国
有
林
」

国
有
林
」

　

歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」
で
有
名
な
安
宅
の
関

　

兄
の
源
頼
朝
に
謀
反
を
疑
わ
れ
て
追
わ
れ
る
源

義
経
、
武
蔵
坊
弁
慶
の
一
行
は
、
こ
こ
で
関
守
・

富
樫
泰
家
の
尋
問
に
合
う
が
、
弁
慶
が
偽
り
の
勧

進
帳
を
読
み
、
義
経
に
似
た
貴
様
が
憎
い
と
打
ち

す
え
て
主
人
を
守
っ
た
。
忠
義
に
心
打
た
れ
た
富

樫
は
義
経
一
行
を
通
過
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
県
指
定
史
跡
の
「
安
宅
の
関
跡
」
に
隣
接

し
て
い
る
の
が
安
宅
林
国
有
林
で
す
。
面
積
は
約

69
㏊
で
、
全
域
を
安
宅
林
風
景
林
に
指
定
し
、
マ

ツ
林
の
林
内
に
は
遊
歩
道
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
等
が
整
備
さ
れ
、
観
光
客
や
市
民
の
散
策
・
森

林
浴
の
場
と
し
て
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

  

ま
た
、
平
成
15
年
５
月
に
当
国
有
林
の
約
19
㏊

を
小
松
市
立
安
宅
小
学
校
と
「
遊
々
の
森
」〝
安

宅
勧
進
帳
の
森
〟
の
協
定
を
結
び
、
毎
年
、
学
校

の
行
事
や
当
署
職
員
に
よ
る
森
林
教
室
を
開
催

し
、
森
林
の
働
き
や
大
切
さ
を
、
自
然
に
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
学
ん
で
い
く
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

安
宅
林
国
有
林
は
ク
ロ
マ
ツ
主
体
の
森
林
で
、

日
本
海
か
ら
吹
き
付
け
る
厳
し
い
潮
風
か
ら
家
屋

や
田
畑
を
守
る
た
め
、
防
風
保
安
林
に
指
定
し
、

古
く
か
ら
地
域
で
大
切
に
守
り
育
て
ら
れ
て
い
る

国
有
林
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被

害
が
国
有
林
・
民
有
林
と
も
に
目
立
っ
て
お
り
、

藩
政
時
代
か
ら
守
り
育
て
ら
れ
た
マ
ツ
林
が
急
激

に
減
少
す
る
と
と
も
に
防
風
保
安
林
と
し
て
の
機

能
も
低
下
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
そ
の
対
策
が
急
が

れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
の
小
松
市
や
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
松
く
い
虫
防
除
薬
剤
の
地

上
散
布
、
被
害
木
を
林
外
へ
持
ち
出
し
て
破
砕
処

理
を
行
う
特
別
伐
倒
駆
除
な
ど
を
行
い
、
被
害
の

拡
大
防
止
を
図
る
と
共
に
、
松
く
い
虫
の
被
害
を

受
け
に
く
い
抵
抗
性
の
あ
る
苗
木
を
被
害
地
跡
に

植
栽
す
る
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
保
全
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

 

　

今
後
も
「
安
宅
の
関
跡
」
の
背
景
林
と
し
て

マ
ツ
林
を
維
持
・
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国

有
林
と
民
有
林
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
を
講
ず
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

藩
政
時
代
か
ら
守
り
育
て
ら
れ
た
マ
ツ
林
を
次
世

代
に
残
す
た
め
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

安
宅
の
関
に
建
つ
銅
像 

左
か
ら
義
経
、
弁
慶
、
富
樫

国
有
林
内
の
遊
歩
道

松
く
い
虫
防
除
の
様
子

◆
安
宅
の
関
へ
の
ア
ク
セ
ス

所
在
地
：
石
川
県
小
松
市
安
宅
町

公
共
交
通
機
関
の
場
合　

Ｊ
Ｒ
小
松
駅
か
ら
小

松
バ
ス
安
宅
線
で
15
分
、
関
趾
前
下
車
、
徒
歩

３
分

車
の
場
合　

北
陸
道
小
松
Ｉ
Ｃ
か
ら
３
分

周
辺
に
は
、
資
料
館
、
休
憩
施
設
、
安
宅
海
浜

公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

滑
山
国
有
林
に
案
内
看
板
を
設
置

銀
閣
寺
山
国
有
林
に
お
い
て
マ
ツ
林

再
生
に
向
け
た
現
地
検
討
会
を
開
催

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
５
月
21
日
、
銀

閣
寺
山
国
有
林
に
お
い
て
、「
京
都
伝
統
文
化
の

森
推
進
協
議
会
」
と
の
共
催
に
よ
り
、「
マ
ツ
林

再
生
に
向
け
た
現
地
検
討
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
「
古
都
の
マ
ツ

の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
京
都
の
景

観
に
マ
ツ
の
風
景
を
再
生
す
る
た
め
に
様
々
な
取

組
を
進
め
て
お
り
、
今
回
の
現
地
検
討
会
で
は
、

昨
年
度
の
施
業
の
実
施
結
果
を
学
識
経
験
者
や
地

元
関
係
者
に
視
察
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
取
扱

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
に
は
、「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推

進
協
議
会
」
の
専
門
委
員
と
し
て
、
田
中
和
博
京

都
府
立
大
学
教
授
、
小
椋
純
一
京
都
精
華
大
学
教

授
、
黒
田
慶
子
森
林
総
合
研
究
所
関
西
支
所
地
域

研
究
監
の
３
名
の
ほ
か
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
関

西
育
種
場
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
文
字
保
存
会
、
京
都

市
林
業
振
興
課
、
京
都
大
学
の
関
係
者
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
文
字
山
の
登
山
口
に
集
合
し
た
上

で
、
福
田
所
長
よ
り
、
銀
閣
寺
山
国
有
林
に
お
け

る
マ
ツ
林
再
生
の
た
め
の
施
業
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
度
実
施
し

た
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
枯
損
木
の

伐
倒
、
伐
倒
木
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
文
字
保
存
会
へ

【
山
口
森
林
管
理
事
務
所
】
滑
山
国
有
林
に
「
案

内
看
板
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

  

案
内
看
板
は
木
製
で
、
横
１
２
０
㎝
縦
90
㎝
の

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 

こ
の
滑
山
国
有
林
は
、
山
口
県
下
最
大
の
国

有
林
団
地
（
約
２
千
５
０
０
㏊
）
で
あ
り
、
か
っ

の
売
り
払
い
、
生
存
大
径
木
へ
の
薬
剤
注
入
の
実

施
、
ア
カ
マ
ツ
を
被
圧
す
る
広
葉
樹
の
除
去
、
高

島
屋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
地
掻
き
」
の
実

施
、
抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
苗
木
の
植
栽
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
林
内
へ
と
入
り
、

元
山
流
域
管
理
調
整
官
よ
り
、
現
地
で
の
施
業
実

施
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
つ
つ
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
広
葉
樹
の
除
伐
を
行
っ
た
箇

所
で
は
ア
カ
マ
ツ
の
稚
樹
が
発
生
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
地
掻
き
を
行
う
べ
き
、
高
島
屋

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
地
掻
き
を
行
っ
た
箇
所

は
、
マ
ツ
の
稚
樹
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
地
掻

き
の
効
果
は
十
分
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、

今
後
、
稚
樹
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う

べ
き
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。　

当

所
で
は
、
今
回
の
現
地
検
討
会
で
得
ら
れ
た
ア
ド

バ
イ
ス
も
踏
ま
え
て
、
今
年
度
も
、「
京
都
伝
統

文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
と
も
連
携
し
つ
つ
、
銀

閣
寺
山
国
有
林
に
お
い
て
マ
ツ
林
再
生
に
向
け
た

施
業
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

て
東
大
寺
再
建
用
材
を
伐
り
出
す
な
ど
古
く
か
ら

良
材
の
生
産
地
と
し
て
林
業
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
現
在
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
人
工
林
を
中
心
と
し

た
美
林
と
し
て
有
名
で
す
。
一
方
、
残
存
し
て
い

る
天
然
林
に
は
、
滑
マ
ツ
（
樹
齢
二
百
年
生
以
上

の
ア
カ
マ
ツ
）
と
ブ
ナ
が
共
生
し
て
い
る
森
林
や

巨
大
な
モ
ミ
林
が
あ
り
、
貴
重
な
森
林
と
し
て
林

木
遺
伝
資
源
保
存
林
・
植
物
群
落
保
護
林
と
し
て

保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
国
有
林
は
平

成
18
年
４
月
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
と
し
て
林

野
庁
よ
り
指
定
さ
れ
来
訪
者
が
多
く
な
り
ま
し

た
。  

こ
の
案
内
看
板
が
来
訪
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
道

案
内
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
地
検
討
会
の
様
子

地
掻
き
後
に
発
生
し
た
ア
カ
マ
ツ
の
稚
樹

来
訪
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
に
期
待
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グループ対抗

身近な森林の再発見身近な森林の再発見！！！！

審査員
今森光彦氏（写真家）

只木良也氏（農学博士）

青山佳世氏（フリーアナウンサー）

　「身近な森林の再発見！！」をテーマに学校、森林ボラ

ンティア、企業、家族、友達などのグループが共同作業に

より創作したデジタル写真作品を募集します。

応募締切応募締切

平成 20年

10月3日（金）

入賞作品

林野庁長官賞（１グループ）

　木製賞状・ニコン製デジタルカメラ１台

琵琶湖博物館長賞（１グループ）

　木製賞状・エプソン製プリンター１台

近畿中国森林管理局長賞（７グループ）

　木製賞状 ･木製時計

　お問い合わせ・応募の詳細は、

　箕面森林環境保全ふれあいセンター

　TEL 075-414-9049　FAX 075-414-9029

　URL:http://www.kinki.kokuyurin.go.jp

必
着
！

美しい森林づくり国民推進運動美しい森林づくり国民推進運動
関連イベント情報関連イベント情報

地域 開催日 名称 内容 場所 お問い合わせ先

高野町 7月19日
（土）

デジカメ
森林探検
隊

自然の中の生
き物を、子ど
もの目で捉え
た写真の作成

高野山国有
林

和歌山森林管理署
TEL:050-3160-6120

大野市

7月26日
（土）
　 ～

　　27日
（日）

森と湖に
親しむつ
どい

福井森林管理
署出展ブース
・森の工作、
紙芝居、木製
スマートボー
ル

九頭竜国民
休養地ほか

「森と湖に親しむ
旬間」全国行事現
地実行委員会事務
局
TEL:0779-65-2240

京都市 7月29日
（火）

夏休み親
子木工教
室

京都市内の小
学生と保護者
による木工工
作

近畿農政局
京都大阪森林管理
事務所
TEL:075-414-9822

近江八
幡市

8月2日
（土）

伊崎国有
林ふれあ
いの森づ
くり

歩道修理 伊崎国有林

主催：NPO法人ヒ
マラヤン・グリー
ン・クラブ
TEL：077-534-0984
支援：滋賀森林管
理署
TEL：077-544-3871

大山町 8月
未定

大山並木
松（ ２ 代
目）の再
生活動並
びに自然
観察会

大山並木松の
手入れ、並木
松周辺を散策
しながらの専
門指導員によ
る自然観察会

大山国有林 鳥取森林管理署
TEL:050-3160-6125

７ ・ ８月の主なイベント

その他、森に親しんでいただくための様々なイベントを計画しておりま
す。詳細については、ホームページをご覧下さい。
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/kyoku/category_a/a-02/
utsumori.htm

森を守る森を守る
シリーズ

　

梅
雨
期
、
台
風
期
を
迎
え
、
山
地
災
害
へ
の
備
え
が
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
の
管
内
で
も
、
平
成
16
年
の
台
風
21
・
23
号
災
、
平
成
18
年
の

梅
雨
前
線
豪
雨
災
な
ど
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
山
地
災
害
に
よ
り
荒
廃
し
た
林
地
の
復
旧
は
、
管
内
の
14
の
森
林
管
理
署
・

森
林
管
理
事
務
所
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
、
過
去
の
災
害
の
記
録
や
現
在

の
山
の
姿
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
管
内
最
北
、
石
川
森
林
管
理
署
が
石
川
県
最
大
の
河
川
、
手
取
川
の
源
流

「
湯
の
谷
」
で
行
っ
て
い
る
治
山
対
策
で
す
。

　

こ
の
谷
で
は
、
昭
和
９
年
の
梅
雨
期
に
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
谷
の
斜
面
が
崩
落
、
大
量

の
土
砂
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
下
流
の
市
ノ
瀬
集
落
で
は
、
死
者
１
０
０
名
を
超

え
る
壊
滅
的
な
被
害
が
出
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
質
が
脆
く
、
多
雨
多
雪
の
「
湯
の
谷
」
で
は
、
現
在
で
も
崩
壊
の
進
行
、
土
砂
流
出

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
以
前
の
よ
う
な
被
害
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
石
川
県
の
要
請
を

受
け
て
、
石
川
森
林
管
理
署
が
山
腹
崩
壊
防
止
の
た
め
の
治
山
施
設
を
設
置
す
る
な
ど
、

森
林
の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

取
組
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
植
樹
栽
や
手
入
れ
作
業
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

手
取
川
の
源
流
「
湯
の
谷
」

地元のボランティアによる植栽などの作業
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大台ケ原の国有林を歩く

　

奈
良
県
と
三
重
県
境
に
位
置
す
る
大
台
ケ
原
。

年
間
降
雨
量
５
０
０
０
㍉
と
い
う
独
特
の
気
象
条

件
が
は
ぐ
く
ん
だ
原
生
林
、
切
り
立
っ
た
崖
な
ど

独
特
の
景
観
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
度

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
ふ
れ
あ
い

推
進
事
業
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

大
杉
谷
自
然
学

校
が
企
画
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
で
、
め
っ
た
に
人
が

入
ら
な
い
国
有
林
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い

て
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

「
こ
こ
か
ら
は
自
然
と
動
物
た
ち
の
世
界
、
私

た
ち
は
お
邪
魔
し
ま
す
と
い
う
気
持
ち
で
入
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」

　

ご
案
内
は
国
有
林
の
中
の
山
小
屋
で
働
き
、
大

台
ケ
原
の
こ
と
は
隅
か
ら
隅
ま
で
知
っ
て
い
る
と

い
う
森
さ
ん
。エ
コ
ツ
ア
ー
の
心
構
え
を
聞
い
て
、

い
ざ
出
発
。

　

屋
久
島
を
思
わ
せ
る
苔
む
し
た
林
の
中
を
整
備

さ
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
通
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ナ
の
新
緑
の
な
ん
と
柔
ら
か
い
色
。
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
ピ
ン
ク
の
花
、
そ
し
て
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
可
憐

な
花
が
咲
い
て
い
て
、
標
高
約
１
６
０
０
メ
ー
ト

ル
の
大
台
ケ
原
は
ま
さ
に
春
爛
漫
。

　

「
あ
！
鹿
が
い
る
」　

目
の
前
に
小
鹿
が
立
ち
止

ま
っ
て
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

「
か
わ
い
い
！
」
み
ん
な
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
向
け

ま
す
。

　

そ
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
離
れ
、
い
よ
い

よ
三
重
県
側
に
あ
る
大
杉
谷
国
有
林
へ
入
り
ま

す
。
ご
案
内
が
あ
る
か
ら
こ
そ
迷
わ
ず
歩
け
る
の

で
す
が
、
う
っ
そ
う
と
し
た
原
生
林
が
我
が
も
の

に
な
っ
た
よ
う
。

　

木
の
根
元
を
み
る
と
、網
で
囲
っ
て
あ
っ
た
り
、

間
伐
材
で
囲
っ
て
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
鹿
の
食
害
か
ら
木
を
守
る
た
め
の
も
の
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
も
参
加
し
て
網
を
巻
い
た
そ

う
で
す
。
根
元
を
鹿
に
食
べ
ら
れ
、
痛
々
し
い
姿

の
木
が
目
立
ち
ま
す
。

　

大
台
ケ
原
の
観
光
名
所
の
一
つ
「
正
木
が
原
」

は
ト
ウ
ヒ
の
南
限
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
今
や

立
ち
枯
れ
て
白
骨
化
し
た
木
が
一
面
広
が
る
独
特

な
光
景
が
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

か
つ
て
の
台
風
に
よ
っ
て
倒
れ
た
木
か
ら
新
た

な
芽
生
え
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
鹿
の
食
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
試
験
的
に
網
な
ど
の
対
策
を
と
り

な
が
ら
自
然
を
再
生
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
は
大
自
然
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
愛

ら
し
い
鹿
と
自
然
の
木
々
、
人
間
の
営
み
が
と
も

に
成
り
立
つ
よ
う
に
人
間
は
知
恵
を
だ
さ
な
い
と

い
け
な
い
・
・
・
澄
ん
だ
山
の
空
気
と
一
緒
に
そ

ん
な
思
い
が
体
中
に
浸
み
て
い
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
山
小
屋
で
の
ひ
と

と
き
。
森
さ
ん
の
撮
影
し
た
四
季
折
々
の
大
台
ケ

原
の
映
像
を
見
た
後
、
山
や
自
然
に
思
い
入
れ
の

あ
る
参
加
者
た
ち
が
管
理
署
の
メ
ン
バ
ー
も
加

わ
っ
て
肩
肘
は
ら
な
い
語
り
合
い
。自
然
や
森
林
、

林
業
の
話
題
に
も
広
が
っ
て
話
は
尽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
は
貴
重
な
森
林
と
私
た
ち

一
般
国
民
と
の
触
れ
合
い
の
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
林
野
庁
と
の
触
れ
合
い
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
国
有
林
の
現
場
も
仕
事
も
な
か
な
か
私
た
ち

の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
単
な
る
山

歩
き
や
自
然
観
察
に
終
わ
ら
な
い
、
何
か
を
残
せ

る
か
は
さ
り
げ
な
い
や
り
取
り
の
中
に
あ
る
の
で

す
。

　

林
野
庁
の
業
務
も
時
間
的
・
人
的
に
余
裕
が
な

く
な
る
中
で
、
こ
う
し
た
機
会
は
貴
重
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
治
山
や
森
林
再
生
な
ど
も
含
め
た
山
の

現
場
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
に
も
知
ら
せ

る
機
会
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

～森林ふれあい推進事業に参加して～
5月 31 日～ 6月 1日

ぐりーん
エッセイ

青山　佳世（あおやまかよ）

愛知県生まれ。フリーアナウンサー。ＮＨＫ「おはよう日

本季節の旅」で関東甲信越 226 箇所を旅したほか、生活情

報番組を中心に担当。まちづくり ･ 観光・道 ･ 川 ･ 森林 ･

防災など、市民の視点で講演、執筆活動に取り組む。バイ

オマスニッポン総合戦略推進アドバイザリーグループ委

員。林政審議会委員。

正木が原の白骨化したトウヒの林

植生回復の取組がはじまる（写真は筆者）

原生林の中で深呼吸する参加者たち


